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研究 背景 放射線検出器 核医学診断装置 み 資源探査装置 空港手荷物検査機 素粒

子 宇 物理学 物流セ ュ テ 地雷探査 汎 分 い 利用さ 大部分

シンチ タ 使用さ い Ce 添加 Lu3Al5O12(LuAG) 密度 6.7g/cm3 発光波長 500nm
蛍光寿命 60-80ns 発光 12000~14000 photon/MeV 優 特性を示 1) 主 高 ネ

物理用途 応用 期待さ い 近年 Ce:Lu2SiO5(LSO), Ce:Lu3Al5O12(LuAG)[2] 系

い 2 価希土類 オン 共添加 Ce4+ 特殊 ネ 準位を形成し 発光 増加し 蛍

光寿命 短寿命 報告さ い 本研究 Ce:LuAG 2 価希土類 オン

共添加 シンチ タ特性 与え 響 い 報告  
実験方法 高周波加熱型マ 引下 法 µ-PD 法 単結晶作製を行 シ し

<100>LuAG 結晶を用い 坩堝及び フタ ヒ タ 材料 Ir を用い 組成分析 SEM-WDX
び ICP-AES 行い X 線励起 発光スペ を測 し ンマ線励起 発光 蛍

光寿命測 放射線耐性評価を行  
結果 考察 µ-PD法 Mg びCaを100-3000ppm共添加し Ce:LuAG い 結晶作製を

行 作製し 結晶 全 い 内部 白濁 確認さ 黄色透明 結晶 得 γ線

(137Cs)励起 発光 測 び光電子増倍管を用い 蛍光寿命を測 し 共添加無し

Ce:LuAG く べMg共添加 発光 増加し Mg500ppm添加 約20000photon/MeV
発光 を示し 蛍光寿命 共添加を行 い いCe:LuAG 57.7ns あ Mgを100ppm, 

200ppm, 500ppm共添加し Ce:LuAG 46.1, 49.8 and 48.5ns あ Mg共添加

発光 250 程度増加し 蛍光寿命 短寿命 さ を確認し 光学 発光特性

組成分析結果 放射線耐性評価等 詳細 当日報告  
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図 1 µ-PD 法作製 2 価希土類共添加
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